
地域密着型通所介護運営推進会議 報告書 

 

会議名称：令和２年度 デイサービスいこいの家 和 第２回 運営推進会議 

 

日  時：  令和３年３月１８日 １６時～１７時 

 

会  場：  デイサービスいこいの家 和 デイルーム 

 

出 席 者：市役所担当課職員 １名  知見を有するかた（ケアマネージャー） １名 

     利用者  なし  利用者家族    なし 

     近隣にお住まいのかた なし  施設職員    ２名 

 

※ 今回の運営推進会議もコロナ禍のおり、少人数にて開催しました。 

※ 利用者およびその家族よりは予めご意見等を伺いました。 

 

 

議  事 

出席者紹介 

昨年１１月以降の活動および利用者の状況 

事故報告および事業所の抱える問題点 

意見交換 

 

 

状況報告 

昨年１１月以降の活動状況 

 

 １１月     誕生会 

      創作 クリスマスの壁飾り 

 １２月     誕生会 

      クリスマスコンサート 

      いきいき体操（理学療法士来所） 

  １月     誕生会 

      創作 干支（丑）の壁飾り、２０２１（年号） 

  ２月     誕生会 

      創作 ちぎり絵、お雛さま飾り 

 

 １２月に地域リハビリテーション活動の一環として理学療法士２名に来ていただき、体操の指導をい

ただきました。午後の体操に指導内容を取り入れています。 



利用者の状況（３月１日現在） 

 

年齢・性別 

 ６０～ ７０～ ８０～ ９０～ 計 

男性 ０ ０  ３ １  ４ 

女性 ０ ２ １０ ６ １８ 

計 ０ ２ １３ ７ ２２ 

 

介護度 

 支援１ 支援２ 介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５ 

男性 ０ ０  ３ ０ １ ０ ０ 

女性 ０ ２ １０ ４ １ ０ １ 

計 ０ ２ １３ ４ ２ ０ １ 

居住地区 

阿児 磯部 

鵜方 神明 甲賀 国府 安乗 山田 三ヶ所 穴川 的矢 迫間 下之郷 恵利原 沓掛 

１０ ３ ３ ０ １ １ ０ ０ １ １ １ １ １ 

 

サービス利用後の介護度の改善状況 

今回は１名の利用者が更新申請しました 

介護度の変更あり 1名 介護４⇒介護２ 

 

 

事故・ヒヤリ・ハットについて 

 

送迎時の車両の扉の開閉は、スタッフが行いますので各自開閉しないようにお願いしているが、勝手に

開ける利用者があり、風に煽られて扉が閉まることや、坂道での停車時にスライドドアが閉まることが

あった。 

 

 

新型コロナウイルス対策として 

 

ご利用者さまに対して 

 ご利用の際にはマスクの着用をお願いする。 

 ご利用日当日はまず自宅にて体温測定をお願いし、３７℃以上の発熱が確認された場合にはご利用

を検討する。 

 ご本人および同居ご家族さまに風邪等の症状（発熱、咳、倦怠感など）がある場合、必ず申し出て

いただく。 



 ご本人の生活圏外から来訪者があった場合、およびご本人や同居ご家族さまが県境をまたいでの移

動があった場合、速やかにご連絡をいただき、状況に応じてご利用の自粛もしくは検討をする。 

 

事業所としての対応 

 送迎用車両および施設設備の消毒 

 送迎用車両および施設の換気 

 来所時の手洗いうがい手指消毒の励行 

 空気清浄機、低濃度オゾン発生器の設置 

 テーブル上へのアクリル板の設置 

 職員の体温測定、マスク着用、手洗いうがいの励行 

 

問題点 

 利用中にマスクを外したり、顎マスクになっていることがある。 

その都度、スタッフが声かけをしている。 

 自宅での体温測定を実施していない。 

迎えに上がった際、スタッフが持参した体温計で測定している。 

 

意見交換 

今回の開催も感染防止のため、少人数での開催とさせていただきました。 

前もってご利用者さまとご家族さまのお声を聴かせていただきました。 

 

利用者Ｎさま 

リハビリの先生が来て体操を教えてもらい嬉しかった。デイサービスの無い日もベッドに座って頑張っ

ている。 

（ボール体操のボールの購入先を尋ねられた） 

 

利用者Ｏさま 

お風呂にも気持ち良く入れ、いろいろなモノ作り（創作）もあり、あっという間に時間がたってしまう。

家族も（昼間は仕事で留守なので）安心している。 

 

神明Ｔさまご家族 

当初デイサービスの利用を「行きたくない」拒んでいたが、帰宅後デイサービスでの１日の出来事の話

をするようになり、ほっとしている。 

 

鵜方Ｔさまご家族 

デイサービスを利用するまでは、リウマチや腰痛で寝ていることが多かったが、最近は好きな編物や手

芸にも取り組みだした。クリスマス前には、寝る間も惜しんで丑（今年の干支）を作っていた。 

 


